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小さき他者との建築





　Some of the creatures that once lived in part of the building have been stolen due to the improved 
airtightness and cleanliness of the building.  Since the concept of biodiversity was born, “biodiversity-
conscious architecture” was planned, assuming that both specific organisms and people are involved. Have 
been done. By investigating these buildings and superimposing them on the perceived world of living things, 
we  explore new values of our relationship with others in modern times.






































図 1　イメージパース 図 2,3　生物多様性に配慮した建築事例
図 8　対象エリアと敷地
no. 事例建築 建設地域 年代 対象生物
1 Nutty Narrows Bridge ロングビュー,US 1963 アメリカアカリス
2 パストラルびゅう桂台 山梨.JP 1997 ニホンリス
3 ヤマネブリッジ 山梨.JP 1998 ヤマネ 移
4 Fauna Bridges ビクトリア,AU 2007 オプトフクロモモンガ 動
5 アニマルパスウェイ 山梨.JP 2007 ヤマネ、ニホンリス、ヒメネズミ ・
6 bat bridges ドブウォールズ,GB 2007 ウサギコウモリなど 道
7 命の吊り橋プロジェクト1.2号 ボルネオ ID 2008 オランウータン
8 Bridge クリスマス島.AU 2013 アカガニ
9 Rapter roost ワイオミング,US 1988 アカケアシノスリなど
10 人工巣塔 兵庫.JP 2002 ニホンコウノトリ 高
11 鶴庵 ライディング、AT 2012 シュパシコウ 所
12 Osprey Nesting Platform シアトル,US 2012 ミサゴ
13 insect hotel ロンドン,GB 2010 孤独性ハチ、クワガタムシ他
14 The Bumblebee City Nester ロンドン,GB 2010 孤独性ハチマルハナバチ 隙
15 Brookfield Bug Buddies ロンドン,GB 2010 孤独性ハチ,蝶 間
16 Bluewater Roof Garden ロンドン,GB 2011 孤独性ハチなど
17 乗鞍高原のバットハウス 長野.JP 1996 クビワコウモリ他 狭
18 ヤマネ調査巣箱 山梨.JP 2006 ヤマネ 所
19 バットボックス フィレンツェ.IT 2007 家屋棲コウモリ /
20 Berkeley Bat House ロンドン,GB 2007 ドベントンコウモリ他 哺
21 BAT TOWER ニューヨーク, US 2010 家屋棲コウモリ 乳
22 hedgehog homes ブロムスグローブGB 2014 ナミハリネズミ 類
23 ベルルプシュの巣箱 セーバッハ,DE 1900 樹洞繁殖性の小鳥
24 メンフクロウ巣箱 ベトシェアン,IL 1983 メンフクロウ
25 シマフクロウ巣箱 北海道,JP 1984 シマフクロウ
26 Barn Owl Tower デヴォン,GB 1991 メンフクロウ、コキンメフクロウ 狭
27 BLUE PENGUIN COLONY オアマル,NZ 1992 コガタペンキン 所
28 Tower for Swifts ワルシャワ.PL 2005 ヨーロッパアマツバメ /
29 雨燕塔 北京,CN 2006 アマツバメ 鳥
30 Fulbourn Swifts ケンブリッジ,GB 2007 ヨーロッパアマツバメ
31 bird-apartment 長野.JP 2012 スズメなど
32 Bardhouse Rooftile アルンヘムNL 2013 樹洞繁殖性の小鳥
33 Mud tube hives アサルト,EG B.C. エジプトバチ
34 丸洞巣箱,角洞巣箱、重箱式 愛媛ほか、JP 12C ニホンミツバチ
35 Hartpury bee shelter グローセスター,GB 1852 セイヨウミツバチ 狭
36 銀座みつばちプロジェクト 銀座,JP 2006 セイヨウミツバチ 所
37 ハッピーハニーチャレンジ セレンゲティTZ 2011 アフリカミツバチ /
38 Sky Hive マーストリヒト,NL 2012 セイヨウミツバチ 虫
39 ElevatorB バッファロー,US 2013 セイヨウミツバチ
40 URBAN BEEHIVES オスロNO 2014 セイヨウミツバチ
41 Mitchel's Lake Bat Tower フロリダ,US 1911 メキシカンフリーテイル 穴
42 蝙蝠小舎 青森、JP 1977 トウヨウヒナコウモリ 蔵
43 The University of Florida Bat フロリダ,US 1991 メキシカンフリーテイル /
44 Bamberger's Folly テキサス,US 1998 メキシカンフリーテイル 哺
45 BAT HOUSE ウェストレトン,GB 2011 ウサギコウモリ 乳
46 Artificial Bat Cave テネシー,US 2012 ハイイロホオヒゲコウモリ 類
47 Cavanna Homes bat house トーベイ,GB 2014 ヒメキクガシラコウモリ
48 sherman swift tower アイオワ,US 1915 エントツアマツバメ 穴
49 Chimney Swift Tower テキサス,US 1989 エントツアマツバメ 蔵
50 燕養殖小屋 サクラク,MY 1990s ジャワアナツバメ /
51 Kiosk Chimney Swift Tower テキサス,US 1999 エントツアマツバメ 鳥
52 キャブータルハーネ イスファハン.IR 16C カワラバト
53 出雲大社鳩舎 島根,JP 10C カワラバト
54 Colombier クレテイユ.FR 1380 カワラバト
55 Rocca Isolani Colombaia ボローニャ.IT 1536 カワラバト
56 Willington dovecote ベッドフォード,GB 1545 カワラバト 崖
57 Dunster Dovecote サマーセット,GB 16C カワラバト 上
58 鳩小屋 カッパドキア,TR 19C カワラバト
59 Batman's Pigeon loft メルボルン、AU 1990 カワラバト
60 The Kittiwake Tower タインアンドウィア,GB 1998 ミツユビカモメ
61 Artificial nest for saker falcon ヘンティーほか、MN 2010 セーカーハヤブサ
62 Barn Swallows & social cues ノーフォーク,CA 2013 ツバメ 崖
63 barn swallow condos オタク、CA 2015 ツバメ 下
64 カワセミ営巣ブロック 北海道,JP 1991 カワセミ 土
65 sand martin hide ノッティンガムGB 2014 ショウドウツバメ 手
66 ANIMAL WALL カーディフベイ, GB 2009 小鳥/家屋棲コウモリ 複
67 Green-roofed Bin Stores ニューポート,GB 2010 孤独性ハチ,小鳥 合
動物の移動分散距離のグループ化 















































































































































































図 6　移動分散距離分類表 図 7　生物多様性建築事例表





る、生物の生息生育の核となる " 中核地区 "（特別緑
地保全地区など）。都市の中心部に生物の生息生育環
境を保全・再生し、分布域を拡大する " 拠点地区 "（大
規模公園など）。中核・拠点地区を結ぶ生物の移動空
間となる " 回廊地区 "（道路や河川、飛び石状に配置
した公園緑地など）。中核・拠点・回廊地区が安定し


































































・林 咲良 , 能作 文徳 , 塚本 由晴　『「生物多様性に
配慮した建築」の設計手法』既往論文　2015 年
5．結び
図 16　1 階平面図兼配置図 SITE+1F PLANS= 1/50 0m 5m
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【段々花壇】
【網壁】
【グラデーション透過屋根】
【拡散排煙口】
【乱反射局面壁】
【高い壁】
一度高く上空に上がって、食物となる花の蜜を探す
習性を持つため、高所をつくって距離を取ることができる。
高い壁を利用した、段々畑のような花壇である。
高所の花は認識しやすく、保水パネルを敷いているため、
手入れしにくくても大丈夫である。
紫外線を認識することができるため、白の曲面壁は、
光の当たり方によって見え方が変わり、認識しやすくなる。
視野が 360 度あるため、この角度の方が認識しやすい。
温度変化に敏感で、煙を嫌悪する性質がある。
そのため、距離を取る必要がある生物とは、
この温度や煙を拡散することで、距離を取る。
拡散排煙口によって拡散された温度や煙を一時的に
留めておくために、グラデーショナルに密度が
変化し、透過具合も変わる屋根である。
天敵の居場所に侵入できないようにするために、
輪郭の複雑なメッシュの網壁を設け、距離を取る。
【パンチング住居】
ミツバチの巣となりやすいかつ大きさを制限できる
パンチングの屋根による住処をつくる。
【ヴォールト屋根】
【だんだん螺旋】
【つま先立ち塀】
【保温トンネル】
【水溜りの谷間】
【垂直R壁】
【10mm隙間壁】
取り入れた光を曲面の壁が最大限に空間内に拡散するため、
ネコ夜行性であるものの、風雨をしのげる空間となっている。
階段でなく、螺旋状のスロープであるが、
等間隔でつけられている段差によって、
高所への移動が楽に行うことができる。
隣地との境界などにおいて、塀をつま先立ち
させ、下に通路を作ることで、立体視の難しい
ネコが容易に移動することができる。
隣地との境界などにおいて、塀をつま先立ち
させ、下に通路を作ることで、立体視の難しい
ネコが容易に移動することができる。
壁に厚みや懐を持たせることで、
人間の生活で発生する熱を閉じ込め、
保温することができる保温トンネル。
木陰のような暗がりを建築材によって構成する。
樹木と半々に空間を構成することで、
半分の空間は薄暗がりで、もう半分は暗がりが生まれる。
R壁から滴り落ちる雨を止めるような些細な谷間である。
地形をいじり、微地形をつくることで、
雨水を溜めつつも、地面に浸透していく。
【水溜り屋根】
【パンチング目玉屋根】
【浮きざる床】
地面から少し浮かせて、樹木の葉の始まりよりも
少しだけ低いところにあるメッシュの床。
大きめの落葉のみ引っ掛けて、小さな木の実は、
そのざる床を抜け落ちていく。
【音鳴りの床】
【屋上ピロティ】
屋外生活の多い鳩といえど、雨水への対応は
生物多様性に配慮した建築事例にも多く見られた。
屋上に少しの立ち上がりと小さな屋根をかけるだけで
高所に居場所を携えることができる。
雨水を捕まえる溝を持った屋根は、
高所に水を一時的に保水することができる。
少しずつ下に水を落とすことで、
下に掘られた溝に水が落ちることで、音がなる。
【受け柱】
高所の居場所をつくるために柱を延長させる。
上部が受け皿のように広がる。
降雨時や雨のあがった次の日に、
常時音のなるうっすら水の張った床は、
鳩にとって帰巣の手がかりともなる。
【餌採りの地】
ざる床によってふるいにかけられた
木の実が落下し、溜まる餌採りの場。
天敵のネコの居やすい空間に迂闊に近付かなくて
済む、大きな目玉のように見えるパンチング屋根。
下の人工の照明がついたり消えたりすることで、
突如出現するようにも見えるようになる。
【暗がりの狭所】
【パンチング高床】
【登り床】
【折れ低屋根】
【すり抜け雨水スロープ】
地形の高低差を活かして、雨水を流すスロープである。
カエルにとって水は絶対不可欠である。
また、青色系統の色も認識しやすいため、
カエルの移動経路にもなる。
【水場】
スロープを流れてきた雨水を集約する。
降水量に応じて氾濫させたりする。
地面に浸透する部分、しない部分と
テクスチャーを変えている。
天敵である鳥類から身を守るためのカエルの屋根である。
目玉効果のあるパンチングスラブを用いることで、
光や雨水を透過することもできる。
樹上で生活することもあるカエルは、
手足の吸盤がつきやすいこの登り床で樹木へと登っていく。
振動に敏感なカエルは、音の響く
この低い屋根の下に身を潜め、
振動によって周囲の変化を察知する。
落ち葉や水場の付近における暗所は、
カエルにとって隠れやすい場所となっている。
【落ち葉溜め】
落ち葉を住処として用いるカエルにとって
落ち葉を溜める穴が必要となる。
【人工照明ボックス】
【金網カーテン】
【局面屋根】 【中空スラブ】
【落ち葉流し】
【移動トラス】
【落ち葉留め】
斜面を途中で塞きとめるように、ボリュームが
あることで、流れてきた落ち葉が溜まり、
落ち葉流しの下方よりも、溜まる落ち葉の体積が大きくなる。
高低差を活かした斜面に樹木を植えることで、
落ち葉が流れ落ち、下方に溜まり、土壌が豊かになる。
昼行性のニホンリスにとって、光を重要な問題である。
取り込む光を曲面の屋根が最大限に空間内に拡散する。
短距離移動に使うことができるスラブ。
ニホンリス にとって暗くなるため、短距離にのみ採用。
スラブ間の暗がりの狭所において、その空間を
人工照明を持つボックスが貫通することで、
スラブ間内が明るくなり、昼行性の生物も行動できる。
小さなトラス構造によって、軽量かつ長距離を
確保することが構造的に可能となる。
自重のかからない小動物であるため、
高所からの移動を助けるための
軽量の材料を使用。
